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改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校

外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究

津 村 敏 雄

要 旨

高等学校の「コミュニケーション英語Ⅱ」の授業においては，平成30年⚔月から使用が開始
されている改訂版の教科書『English CommunicationⅡ』が使われている。今回の改訂版の教
科書は，現行の高等学校学習指導要領（平成21年⚓月告示）の下で編集・検定・採択・使用さ
れる最後の教科書となるのだが，編集から使用までの⚔年間を次期の高等学校学習指導要領
（平成30年⚓月告示）の改訂作業（諮問，審議会，答申，告示）と並行して作成された教科書
である。そこで，本稿では，平成26年⚔月から平成30年⚓月まで使用された旧版の教科書と，
平成30年⚔月から新しく使用されている改訂版の教科書を資料に用いて，旧版と改訂版には
どのような変化（次期の高等学校学習指導要領の改訂作業の影響を含む）があるのか否かに関
する分析を試みた。分析結果から，CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）やCAN-DO形式によ
る学習到達目標の明示，スピーキングを重視した技能統合型活動による言語活動，アクティ
ブ・ラーニングによる主体的・対話的で深い学びなど，次期学習指導要領を見据えた創意工夫
に富んだ教科書づくりが積極的に行われていることが明らかになった。

Ⅰ．はじめに

教科書の作成から使用に至るまでには⚔年間の歳月を要する。まず，⚑年目は出版社（発行者）が

教科書の著作・編集の作業を行う。⚒年目は作成された教科書に対して文部科学省の調査審議会によ

る検定が行われる。⚓年目は検定を合格した教科書の中から公立学校は教育委員会が，国立・私立学

校は校長が使用する教科書を採択し，その需要を受けて出版社が供給の準備をする。そして，翌年度

の⚔年目の新年度から新しい教科書の使用が開始されるという⚔年間で巡回する仕組みになってい

る。平成30年⚔月から，主として高等学校⚒年次の英語の授業として開設されている「コミュニケー

ション英語Ⅱ」において，改訂版の検定教科書『English CommunicationⅡ』が使われている⑴。この

改訂版の教科書の使用開始直前となる平成30年⚓月に，次期「高等学校学習指導要領」が告示された

ことにより，今回の改訂版の教科書が現行の高等学校学習指導要領（平成21年⚓月告示）の「コミュ

ニケーション英語Ⅱ」の下で編集・検定・採択される最後の教科書になる。高等学校学習指導要領の

改訂作業の経緯は，平成26年⚒月に文部科学大臣による諮問，（同年⚒月に英語教育の在り方に関す

る有識者会議が発足），平成27年⚘月に中央教育審議会（初等中等教育分科会）の教育課程部会の教

育課程企画特別部会による報告（「論点整理」），平成28年⚘月に中央教育審議会（初等中等教育分科

会）の教育課程部会による報告（「審議のまとめ」），平成28年12月に中央教育審議会による答申（「幼

171



12-津村先生  Page 2 19/02/18 11:09  v3.40

稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につい

て」），平成30年⚓月に文部科学大臣による告示（次期「高等学校学習指導要領」）となっており，改訂

版『English CommunicationⅡ』の編集から使用までの⚔年間と機を同一にしている⑵。答申に至るま

での学習指導要領の改訂に向けた中央教育審議会の教育課程部会の外国語ワーキンググループなどで

の議論の方向性や審議の内容が，同時期に作成している改訂版の教科書の編集に影響を及ぼし得ると

推察される。そこで，本稿では，平成26年⚔月から平成30年⚓月まで使用された旧版の『English

CommunicationⅡ』と平成30年⚔月から新しく使用されている改訂版の『English CommunicationⅡ』

を資料として，どのような変化が見られているのかの分析を試みる。

Ⅱ． 研究目的と分析方法

本研究の目的は，平成30年⚔月から高等学校の主として⚒年次に新しく使用されている教科書

『English CommunicationⅡ』（以下，「改訂版（平成30年）」とする）と，平成26年⚔月から平成29

年⚓月まで高等学校の主として⚒年次に使用されていた教科書『English CommunicationⅡ』（以下，

旧版（平成26年）とする）を，編修方針，製本仕様，構成内容などの観点から比較分析を試みること

にある。まず，発行されている教科書の種類を概観しておくと，改訂版（平成 30 年）『English

CommunicationⅡ』の教科書は31種類（13社）となっている。中学校の英語教科書が⚖種類（⚖社）

に限られているのに対して，高等学校の英語教科書の種類が豊富なのは出版社の裁量で初級者用から

上級者用まで複数の教科書を作成することが認められているからである。具体的には，13社のうち，

⚓つのレベルの教科書を作成している出版社が⚗社，⚒つのレベルの教科書を作成している出版社が

⚔社，⚑つのレベルの教科書を作成している出版社が⚒社となっている。このうち，本研究での分析

に用いた教科書は，分析順に，『Power On! English Communication Ⅱ』（東京書籍），『UNICORN

English Communication 2』（文英堂)⑶，『ELEMENT English Communication Ⅱ』（啓林館），

『POLESTAR English CommunicationⅡ』（数研出版），『CROWN English CommunicationⅡ』（三省

堂）の改訂版（平成30年）と旧版（平成26年），⚕種類10冊の教科書である。

Ⅲ．分 析

⚑．『Power on! English CommunicationⅡ』（東京書籍）

改訂版（平成30年）の編修方針は，旧版（平成26年）を踏襲して，「グローバルな舞台で活躍する

ために必要とされる，英語力を身につけられる教科書」を趣意とし，「『聞く・話す・読む・書く』の

⚔技能を総合的に育成する」，「教えやすく，学びやすい構成とする」，「国際社会に通じる発信力や思

考力を高められる題材を扱う」を基本方針としている。改訂版（平成30年）では，「教えやすく，学び

やすい構成とする」がさらに強化されて，教科書の前半部と後半部にテーマを設置して，前半部の

Lesson 1～Lesson 4は「See the world through familiar things」というテーマで「コミュニケーション

英語Ⅰ」で学んだ既習事項の振り返りを中心に行い，後半部のLesson 5～Lesson10は「See the world

from global perspective」というテーマで「コミュニケーション英語Ⅱ」の新出事項を重点的に学ぶこ
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とで，学年進級時の初期段階における円滑な学習が行えるように工夫されている。

製本仕様は，改訂版（平成30年）の判型が定形Ｂ5判（縦26cm􀃗􀃗横18.5cm）となり，旧版（平成

26年）の変形Ｂ5判（縦23cm􀃗􀃗横17cm）から大型化されたことに合わせて，フォントのサイズも大

きくなり読みやすい紙面に改良されている。頁数は，旧版（平成26年）の175頁に対して改訂版（平

成30年）は⚙頁増加して184頁となっている。本課（Lesson）と課外の読み物（Reading）の数は，改

訂版（平成30年）の本課（Lesson）が10課，課外の読み物（Reading）が⚒つとなっており，旧版（平

成26年）と比べて増減はなかった。なお，本課（Lesson）の⚗つと読み物（Reading）は⚒つとも新

しい教材に差し替えられており，題材の大幅な刷新が行われている。

本課（Lesson）の構成は，旧版（平成26年）では，「写真」（導入・リスニング)􂆒􂆒 ｢本文（Part 1～

Part 3/Part 4）」（リーディング)􂆒􂆒 ｢Reading Comprehension」（Partの内容理解)􂆒􂆒 ｢Grammar」（文

法解説)􂆒􂆒 ｢Practice」（文法演習)􂆒􂆒 ｢The Next Step」（スピーキング)􂆒􂆒 ｢Review」（全体の内容理解)

􂆒􂆒 ｢Reading Aloud」（要約完成・音読［リーディング］)􂆒􂆒 ｢Sound」（発音解説)􂆒􂆒 ｢Challenge !」（スピ

ーキング/ライティング)􂆒􂆒 ｢Your Navigator」（豆知識）であったが，改訂版（平成30年）では，「写

真」（導入)􂆒􂆒 ｢Goals of the Lesson」（到達目標：CAN-DO)􂆒􂆒 ｢本文（Part 1～Part 3/Part 4）」（リー

ディング)􂆒􂆒 ｢Task 1, Task 2」（Partの内容理解)􂆒􂆒 ｢Plus One」（スピーキング)􂆒􂆒 ｢Grammar」（文法

解説)􂆒􂆒 ｢Practice」（文法演習)􂆒􂆒 ｢Summary」（要約完成・暗唱［スピーキング］)􂆒􂆒 ｢Exercises」（総

合演習)􂆒􂆒 ｢Challenge !」（リスニング・ライティング・スピーキング）となっており，Partの内容理解

が「Reading Comprehension」が「Task 1, Task 2」に改編された。

大きな変更点は，新規にCAN-DO形式の「Goals of the Lesson」（到達目標）が各課（Lesson）の最

初のページに掲げられており，各課（Lesson）で学習すべき目標が明示されたことである。例えば，

Lesson 7「The Power of Color」の「Goals of the Lesson」には，「色の視覚的効果と，心理的効果につ

いて読み取る。」と「大好きな色についての英語を聞いて円グラフを完成し，その内容に自分の意見や

感想を加えて発表する。」の⚒つのCAN-DOがLesson 7の到達目標としている（図⚑，資料⚑）。

なお，「Challenge !」は，旧版（平成26年）では課ごとにスピーキングもしくはライティングのいず

れかのみを行う言語活動だったのに対して，改訂版（平成30年）では毎回の課でリスニング・ライテ

ィング・スピーキングの順に各技能を関連付けながら総合的なコミュニケーション活動を行えるよう
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図⚑ 改訂版『Power On! English CommunicationⅡ』Goals of the Lesson

（出所）浅見道明 編(2018)『Power On ! English CommunicationⅡ』，p. 91
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に工夫されている。また，本文の内容理解が従来型のQ & A形式による英問英答（旧版の「Reading

Comprehension」，改訂版の「Task 1」）に加えて，新たにダイアログ形式による内容理解の「Task ⚒」

が追加されたこと，自由な自己表現活動を行う「Plus One」（スピーキング）が新たに設置されたこ

と，要約完成の「Summary」の部分を拡張させていることである（図⚒）。旧版（平成26年）では，

「Summary」の指示文が「答え合わせをした後に音読しましょう。」と「音読」に留まっていたのが，

改訂版（平成30年）では指示文が「答え合わせをした後に暗唱しましょう。」と「暗唱」に改められて

おり，リーディングからスピーキングへと繋げる統合型な言語活動に強化されている。
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図⚒ 改訂版『Power On! English CommunicationⅡ』Summary

（出所）浅見道明 編(2018)『Power On ! English CommunicationⅡ』，p. 100
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⚒．『UNICORN English Communication 2』（文英堂）

改訂版（平成30年）の編修方針は，旧版（平成26年）の方針を引き継ぎ，「過去と現在を深く見据

え，調和のある未来への視座を培うこと」を趣意とし，「共生」（不当な人種差別により過酷な運命を

たどった人の伝記や，貴重な動植物をめぐる環境問題を通じて，他者とともに生きることの大切さを

学ぶ），「探求」（ふだん触れることのないような事物や未知の学問領域を通じて，知らないことを知る

喜びを体験する），「夢」（紆余曲折を経て，自分のやりたいことを見つけた人たちの体験を読んで，未

来に向かって希望を持つことのすばらしさを学ぶ）をテーマとする題材で，多様なものの見方や考え

方を育み他国の文化を尊重するグローバルな視野の獲得を目指すことを基本方針としている。

製本仕様は，改訂版（平成30年）の判型は旧版（平成26年）と同じサイズとなっており変形Ｂ5判

（縦23cm􀃗􀃗横17cm）だが，頁数は旧版（平成26年）の294頁に対して改訂版（平成30年）は207頁

となり87頁も減少している。これは，本課（Lesson）の数が旧版（平成26年）の12課から改訂版（平

成30年）では10課に，読み物（For Reading）が旧版（平成26年）の⚒つから改訂版（平成30年）で

は⚑つと削減されたことが要因である。なお，改訂版（平成30年）の本課（Lesson）10課のうち⚗課

と読み物（For Reading）が差し替えられていて内容が刷新されている。

本課(Lesson)の構成は，旧版(平成26年)では，「WARM-UP｣(導入・リスニング)􂆒􂆒 ｢本文（Part 1

～Part 4）」（リーディング)􂆒􂆒 ｢COMPREHENSION」（内容理解)􂆒􂆒 ｢LANGUAGE FOCUS」（文法解

説演習)􂆒􂆒 ｢PHRASE QUIZ」・「EXPRESS YOURSELF」（語彙・表現)􂆒􂆒 ｢SUPPLEMENTARY

READING」(補充読解)であったが，改訂版(平成30年)では，「WARM-UP」(導入・リスニング)􂆒􂆒

｢TARGET」（到達目標：CAN-DO)􂆒􂆒 ｢本文（Part 1～Part 4）」（リーディング)􂆒􂆒 ｢COMPREHENSION」

（内容理解)􂆒􂆒 ｢COMMUNICATION」（リスニング・スピーキング)􂆒􂆒 ｢VOCABULARY」（語彙)􂆒􂆒

｢LANGUAGE FOCUS」（文法解説演習）となっている。

大きな変更点は，新規にCAN-DO形式の「TARGET」（到達目標）が設置されて学習目標を明示し

たことである（図⚓）。「TARGET」（到達目標）には，習得の目標としている能力として，⚔技能の

「Reading：読む活動」には「R」，「Listening：聞く活動」には「L」，「Writing：書く活動」には「W」，

「話す活動」には「W」，さらに，「双方向の活動：Interaction」には「I」のマークが付与されている。

また，⚑ページに集約されていた「PHRASE QUIZ」・「EXPRESS YOURSELF」（語彙・表現）を，

「VOCABULARY」（語彙）と「COMMUNICATION」（表現）に改編して独立したページで扱うこと
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図⚓ 改訂版『UNICORN English Communication 2』TARGET

（出所）市川泰男・高橋和久 編(2018)『UNICORN English Communication 2』，p. 24
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になり，それぞれの内容が拡充されている。例えば，「VOCABULARY」には，新たに英英辞典の形式

で各課に出現した重要語の意味を英英定義で表現して，類義語，反意語，コロケーションの用例も提

示することで，英語を英語で理解させる工夫が図られている。また，表現活動の「COMMUNICATION」

には，ブレーンストーミング，本文に関するトピック，さらには自由な自己発信活動を行うことで，

コミュニカティブな活動を行うように改められている（図⚔）。

⚓．『ELEMENT English CommunicationⅡ』（啓林館）

改訂版（平成30年）の編修方針は，旧版（平成26年）に引き続き，「日々の授業を通して，生徒⚑

人⚑人に確かな英語力が身につく教科書」を趣意として，「教師にとって教えやすく，生徒にとって学

びやすい教科書とする」，「難易度や構成に配慮し，幅広い層の生徒に受け入れられる教科書とする」，

「題材を通して，生徒の学力向上や精神的な成長に寄与できる教科書とする」，「古今東西の話題から

生徒が積極的に接することができる題材を厳選して提示し，それらを通じて教育の目標達成に寄与す

る教科書とする」を基本方針としている。題材の選定方針としては，「生徒が積極的に英語に接し，自

ら英語で表現できるようになるように，題材には生きる目標・指針を考える機会を与えるようなもの

や，あまり知られていない事実や新しい発見に触れて考える機会を与えるもの」としている。
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図⚔ 改訂版『UNICORN English Communication 2』COMMUNICATION

（出所）市川泰男・高橋和久 編(2018)『UNICORN English Communication 2』，p. 33
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製本仕様は，改訂版（平成30年）の判型は変形Ｂ5判（縦26cm􀃗􀃗横18.5cm）で，旧版（平成26年）

と同じであるが，頁数は，旧版（平成26年）の191頁に対して，改訂版（平成30年）では223頁とな

り32頁も増加している。本課（Lesson）と課外の読み物（Further Reading, Pleasure Reading）の数

については，旧版（平成26年）は本課が10課，読み物が⚔つであったが，改訂版（平成30年）も本課

の数は10課で増減なしであるものの，読み物は⚓つになり⚑つ削減されている。

本課（Lesson）の構成は，旧版（平成26年）では，「写真・Brainstorming・Keyword Checker」

（導入・語彙)􂆒􂆒 ｢Graphic Introduction and Retelling」（導入・リテリング)􂆒􂆒 ｢本文（Part 1～Part

4）」（リーディング)􂆒􂆒 ｢Comprehension」（内容理解)􂆒􂆒 ｢Vocabulary」（語彙)􂆒􂆒 ｢Grammar and

Structure」（文法解説演習)􂆒􂆒 ｢Listening Practice」（リスニング）であったが，改訂版（平成30年）

では，「写真・Leading In・Sharing Ideas」（導入・リスニング・スピーキング)􂆒􂆒 ｢Goals for the Lesson」

（到達目標：CAN-DO)􂆒􂆒 ｢Graphic Introduction and Retelling」（導入・リテリング)􂆒􂆒 ｢本文（Part

1～4）」（リーディング)􂆒􂆒 ｢Comprehension」（内容理解)􂆒􂆒 ｢Vocabulary」（語彙)􂆒􂆒 ｢Grammar and

Structure」（文法解説演習)􂆒􂆒 ｢Communication Activity」（リスニング・スピーキング）となり，

「Listening Practice」が「Communication Activity」に強化されている。

大きな変更点は，新規にCAN-DO形式の「Goals for the Lesson」（到達目標）が各課の最初のページ

に明示されたことである。例えば，Lesson 2の「Stay Hungry, Stay Foolish」の「Goals for the Lesson」

には，「I can understand Steve Jobs’ messages.」，「I can talk about what happened to Steve Jobs and

what he wanted to tell students at Stanford University in my own words.」，「I can write about what

kind of portable music player I want and why I want to buy it.」を掲げている（図⚕）。

さらに注目すべきは，改訂版（平成30年）の巻頭部分に「Self-Evaluation Grid」が新設されたこと

である（図⚖，資料⚒）。これは，CEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）によるコミュニケーション能

力別のレベルを示す国際標準規格の指標である⑷。「Communication Builder」の頁で，Listening，

Reading，Speaking（Interaction），Speaking（Production），Writingの⚔技能⚕領域の到達度の測定

を生徒が自分で行える教科書の自習用の部分として，見開き⚒頁の問題と見開き⚒頁の解答・解説の

合計⚔頁を⚑セットとして，「Communication Builder 4（Level：Ａ2）」，「Communication Builder 5

（Level：Ｂ1）」，「Communication Builder 6（Level：Ｂ1）」を設置している（資料⚓，資料⚔)⑸。
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図⚕ 改訂版『ELEMENT English CommunicationⅡ』Goals for the Lesson

（出所）卯城祐司・磐崎弘貞 編(2018)『ELEMENT English CommunicationⅡ』，p. 31



12-津村先生  Page 8 19/02/18 11:09  v3.40

この他，各課（Lesson）の間に差し込まれているコーナーについては，旧版（平成26年）では

「Communication Strategy」，「Listening Skill」，「Reading Skill」と⚓つに分割されていたが，改訂版

（平成30年）では「Communication Tip」と「Communication Builder」に集約されている。

さらに，改訂版（平成30年）の巻末には，「Useful Expressions for Debate」（立論・質疑応答・反駁

で役立つ表現）と「New Words & Phrases」（新出単語の英英定義）を掲載するなど，ディベートや速

読に役立つものが収録されている。

⚔．『POLESTAR English CommunicationⅡ』（数研出版）

改訂版（平成30年）の編修方針は，「新時代を見据え，コミュニカティブな資質・能力を育む」を趣

意として，「グローバルな視点を身に付けさせる題材で主体性・協働性を育成する」，「⚔技能の評価が

可能な構成で知識・技能を習得する」，「リテリングなどで発信力を養うことで思考力・判断力・表現

力を養成する」を基本としている。そして，「多様な言語活動を通して，積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度を育成し，情報や考えを的確に理解し，英語で自分の考えを適切に伝える能力を

伸ばすことができるように配慮すること」を最大の目標としている。また，世界の事柄や環境問題に

広く目を向けると同時に，日本の文化や伝統にも造詣を深められるように，バラエティに富んだ題材

をバランスよく選んでいる。

製本仕様は，改訂版（平成30年）の判型が変形Ｂ5判（縦23cm􀃗􀃗横17.5cm）となり，旧版（平成

26年）の変形Ｂ5判（縦21cm􀃗􀃗横15cm）から大型化している。頁数は，旧版（平成26年）の207頁

178 改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究

図⚖ 改訂版『ELEMENT English CommunicationⅡ』Self-Evaluation Grid（抜粋)

（出所）卯城祐司・磐崎弘貞 編(2018)『ELEMENT English CommunicationⅡ』，p. 4
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に対して改訂版（平成30年）では199頁となり⚘頁の減少となっている。本課（Lesson）と課外の読

み物（Optional Lesson, Further Reading）の数は，本課（Lesson）は旧版（平成26年）も改訂版（平

成30年）もともに10課で増減なしだが，読み物は旧版（平成26年）の⚓つから改訂版（平成30年）

では⚒つとなり減少している。なお，改訂版（平成30年）の本課（Lesson）のうち⚕課が新しい教材

に差し替えられているが，読み物の教材は同じである。

本課の構成は，旧版（平成26年）が「写真・Pre-Reading Questions・Let’s Talk !」（導入・リスニン

グ・スピーキング)􂆒􂆒 ｢本文（Part 1～Part 4）」（リーディング)􂆒􂆒 ｢Route Map・Summary」（ライティ

ング)􂆒􂆒 ｢Key Language」（文法解説)􂆒􂆒 ｢Exercises」（文法演習)􂆒􂆒 ｢Talks on the Topic」（会話文演

習・スピーキング）だったのに対して，改訂版（平成30年）は「写真・Pre-Reading Questions・Let’s

Talk !」（導入・リスニング・スピーキング)􂆒􂆒 ｢本文（Part 1～Part 4）」（リーディング)􂆒􂆒 ｢Route Map・

Summary」（ライティング)􂆒􂆒 ｢Key Language」（文法解説)􂆒􂆒 ｢Exercises」（文法演習①)􂆒􂆒 ｢Further

Exercises」（文法演習②)􂆒􂆒 ｢Communication Strategies」（スピーキング）となり，文法演習が強化さ

れて「Further Exercises」が追加されている。

大きな変更点は，各Partに新設された「Say It in Your Own Words」がある。これはPartごとに本

文の内容を自分の言葉で説明する活動であり，Partの写真を活用してリテリングを行えば英語の表現

力を養うことができる（図⚗）。また，会話文演習も「Talks on the Topic」から「Communication

Strategies」となり内容の拡充が図られている。

179改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究

図⚗ 改訂版『POLESTAR English CommunicationⅡ』Say It in Your Own Words

（出所）松坂ヒロシ 編(2018)『POLESTAR English CommunicationⅡ』，p. 18
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⚕．『CROWN English CommunicationⅡ』（三省堂）

改訂版（平成30年）の編修方針は，旧版（平成26年）に引き続き，21世紀を生きる思考力を育み，

発信型コミュニケーションを志向する教科書として，「豊かな言語観の育成」（ことばの学習を通じて，

思考力，表現力の育成を促し，豊かな言語観を育てる），「多様性の寛容」（世界の中の日本，世界の中

の自分を知ることで，異なる文化を尊重する心を育む），「思考力・判断力・表現力」（英語の学習を通

じて，自らの力で考え，判断し，表現する力を培う）を趣意としている。そして，今回の改訂では，

「題材の刷新による一歩先を行く教科書づくりを目指す」，「生徒の思考力や知的好奇心に訴えるよう

な題材を厳選し，それをもとにさまざまなコミュニケーション活動を組み込む」，「学習指導要領の要

請に従って質量面での格段の充実を追求する」，「指示文の英語化と本課の傍注の慣用表現の英語によ

るパラフレーズを行う」を基本方針としている。

製本仕様は，改訂版（平成30年）の判型は変形Ｂ5判（縦24.5cm􀃗􀃗横17.5cm）で旧版（平成26年）

と同じである。頁数は，旧版（平成26年）が215頁だったのが改訂版（平成30年）は213頁となり⚒

頁の減少となっている。本課（Lesson）と課外の読み物（Reading, Optional Lesson）の数は，改訂版

（平成30年）も旧版（平成26年）もともに本課が10，課外の読み物が⚓つで増減はなかったが，本課

（Lesson）のうち⚓つ，そして課外の読み物は⚑つが新しい教材に刷新されている。

本課（Lesson）の構成は，旧版（平成26年）では，「Take a Moment to Think」（Pre-Reading Questions)

􂆒􂆒 ｢本文（Section 1～4）」（読解)􂆒􂆒 ｢Comprehension」（内容理解・要約完成)􂆒􂆒 ｢Activities」（リスニ

ング・ライティング・スピーキング)􂆒􂆒 ｢Grammar」（文法解説)􂆒􂆒 ｢Exercises」（総合演習）だったの

に対して，改訂版（平成30年）では，「Take a Moment to Think」（Pre-Reading Questions)􂆒􂆒 ｢本文

（Section 1～4）」（読解)􂆒􂆒 ｢Comprehension」（内容理解・要約完成)􂆒􂆒 ｢Your Reaction」（リスニン

グ・ライティング・スピーキング)􂆒􂆒 ｢Grammar」（文法解説)􂆒􂆒 ｢Exercises」（総合演習）となってお

り，旧版（平成26年）の「Activities」が改訂版（平成30年）では「Your Reaction」に改編されてい

る。なお，改訂版（平成30年）では本文の傍注で取り上げる慣用表現や語句の説明は英語によるパラ

フレーズが行われている。例えば，「health worker」は旧版（平成26年）では「ヘルスワーカー，保

健指導員」と記述されていたが，改訂版（平成 30年）では「a person who is trained to support

doctors and nurses」に改められている（図⚘）。

180 改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究

図⚘ 改訂版『CROWN English CommunicationⅡ』傍注

（出所）霜崎實 編(2018)『CROWN English CommunicationⅡ』，p. 52
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大きな変更点は，旧版（平成26年）の「Activities」が改訂版（平成30年）では「Your Reaction」

に改編されていることである。ともに本文のテーマに関連した⚔技能を統合的に扱う発信型の創造的

な言語活動であるが，旧版（平成26年）の「Activities」では，「Listen」，「Write」，「Speak」の⚓つ

の活動に対して，改訂版（平成30年）の「Your Reaction」では，「Agree or Disagree」，「Let’s listen

to the dialog」，「Let’s write about it」，「Anything more to say」の⚔つの活動に改編されており，スピ

ーキングに重点を置いた統合的な発信型の言語活動に強化されている（図⚙）。なお，旧版（平成26

年）の「Activities」では指示文が日本語であったのに対して，改訂版（平成30年）の「Your Reaction」

の指示文は英語となっている。先に論じた本文の傍注における慣用表現や語句の英語による意味の説

明（英英定義）とともに，指示文の英語表記も改訂版（平成30年）で注目すべき変更点であり，英語

を英語で教える授業（オールイングリッシュによる授業）を円滑に活動することを支援する工夫が行

われている。

Ⅳ．考 察

改訂版（平成30年）と旧版（平成26年）を合わせて⚕種類10冊の『English CommunicationⅡ』の

分析を通して，いずれの教科書においても，現行「高等学校学習指導要領」を遵守しながらも，次期

「高等学校学習指導要領」に向けた創意工夫のあるユニークな改訂版（平成30年）の教科書づくりに

全力で取り組んでいることが明らかになった。変更点として注目されるのは，到達目標（CAN-DO）

の設定と，スピーキングとライティングを強化するための技能統合型の言語活動の充実の⚒点である。

まず，到達目標（CAN-DO）の設定は，『Power On! English CommunicationⅡ』（東京書籍）の「Goals

of the Lesson」，『UNICORN English Communication 2』（文英堂）の「TARGET」,『ELEMENT

English CommunicationⅡ』（啓林館）の「Goals for the Lesson」として，CAN-DO形式による到達目

標が各課（Lesson）の冒頭部分に掲げられている。これは次期学習指導要領の改訂の視点である「何

ができるようになるか」（新しい時代に必となる資質・能力の育成）を具現化したものである。なお，
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図⚙ 改訂版『CROWN English CommunicationⅡ』Your Reaction

（出所）霜崎實 編(2018)『CROWN English CommunicationⅡ』，p. 59
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『CROWN English CommunicationⅡ』（三省堂）と『POLESTAR English CommunicationⅡ』（数研

出版）には，教科書の紙面にはCAN-DO形式による到達目標は明示されていないが，教師用指導書や

ホームページにはCAN-DO形式による到達目標のサンプルが備えられていることを補足しておく。

さらに，次期「高等学校学習指導要領」を見据えた取り組みとして注目されるのは，『ELEMENT

English CommunicationⅡ』（啓林館）の「Self-Evaluation Grid」である。これは高等学校⚓年間で教

科 書（『 ELEMENT English Communication Ⅰ 』，『 ELEMENT English Communication Ⅱ 』，

『ELEMENT English CommunicationⅢ』）を通して習得する到達目標の一覧となっている。高等学

校卒業段階における英語力の成果指標を，国際的な基準であるCEFRのＡ2～Ｂ1レベル程度以上と

することは，次期「高等学校学習指導要領」の改訂作業に向けた教育課程部会外国語ワーキンググル

ープの会議などで繰り返し議論されてきたことである。

そして，スピーキングとライティングを強化するための技能統合型の言語活動の充実についても，

次期学習指導要領へ向けた「論点整理」や「答申」などで指摘されてきたことであるが，『Power On !

English CommunicationⅡ』（東京書籍）の「Plus One!」（スピーキング）の新設されたことに加えて

「Summary」（要約完成・ライティングとスピーキングの技能統合型活動）と「Challenge !」（リスニ

ング・ライティングとスピーキングの技能統合型活動）の拡充，『UNICORN English Communication

⚒』（文英堂）では「COMMUNICATION」（表現・スピーキング）の新設，『POLESTAR English

CommunicationⅡ』（数研出版）の「Communication Strategies」（スピーキング）と各Partに新設さ

れた「Say It in Your Own Words」（スピーキング），『CROWN English CommunicationⅡ』（三省堂）

の「Your Reaction」（リーディング・ライティング・リスニング・スピーキングの技能統合型活動）へ

の改編などが行われている。

Ⅴ． おわりに

本稿では，平成30年度から高等学校の「コミュニケーション英語Ⅱ」の授業で使用されている改訂

版（平成30年）『English CommunicationⅡ』と，平成29年度まで使用されてきた旧版（平成26年）

『English CommunicationⅡ』を比較分析することで，改訂版『English CommunicationⅡ』にはどの

ような変更点があるのか，さらには，「何ができるようになるか」（新しい時代に必となる資質・能力

の育成），「何を学ぶか」（育成すべき資質・能力を踏まえた教科・科目等の親切や目標・内容の見直し），

「どのように学ぶか」（アクティブ・ラーニングの視点からの不断の授業改善）という次期学習指導要

領の改訂の視点を意識した教科書づくりが行われているのかを考察することにあった。分析結果から，

到達目標（CAN-DO）やCEFRに準じた自己評価（Self-Evaluation Grid）の設定や，スピーキングとラ

イティングを強化する技能統合型言語活動の充実など，次期学習指導要領の改訂の⚓つの視点を明確

に意識しつつ，現行学習指導要領の枠組みを遵守ながらも，創意工夫のあるユニークな教科書づくり

が行われていることが明らかになった。さらに充実した内容となった改訂版『English

CommunicationⅡ』を使用した教育実践による実り豊かな成果が大いに期待される。

182 改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究
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183改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究

資料⚑ 改訂版・旧版『Power On! English CommunicationⅡ』課扉

（出所）浅見道明 編(2018)『Power On ! English CommunicationⅡ』, p. 91

CommunicationⅡ』を使用した教育実践による実り豊かな成果が大いに期待される。 
資料1 改訂版・旧版『Power On! English CommunicationⅡ』課扉 

（出所）浅見道明 編（2018）『Power On! English CommunicationⅡ』, p.91 

 

（出所）浅見道明 編(2014)『Power On ! English CommunicationⅡ』, p. 77

CommunicationⅡ』を使用した教育実践による実り豊かな成果が大いに期待される。 
資料1 改訂版・旧版『Power On! English CommunicationⅡ』課扉 

（出所）浅見道明 編（2018）『Power On! English CommunicationⅡ』, p.91 
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184 改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究

資料⚒ 改訂版『ELEMENT English CommunicationⅡ』Self-Evaluation Grid (CEFR)

（出所）卯城祐司・磐崎弘貞 編(2018)『ELEMENT English CommunicationⅡ』, pp. 4-5
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185改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究

資料⚓ 改訂版『ELEMENT English CommunicationⅡ』Communication Builder (Level A2)

（出所）卯城祐司・磐崎弘貞 編(2018)『ELEMENT English CommunicationⅡ』, pp. 74-75
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186 改訂版『English CommunicationⅡ』（高等学校外国語科用 文部科学省検定済教科書）の研究

資料⚔ 改訂版『ELEMENT English CommunicationⅡ』Communication Builder(Level B1)

（出所）卯城祐司・磐崎弘貞 編(2018)『ELEMENT English CommunicationⅡ』, pp. 126-127
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注

⑴ 文部科学省の調査（平成27年度 公立高等学校における教育課程の編成・実施状況調査）によれば，全国の
公立高等学校（普通科）で「コミュニケーション英語Ⅱ」を⚓年次に開設している学校が21.5％となってい
る。
⑵ 平成27年⚘月に公表された教育課程企画特別部会の「論点整理」には，「『英語を使って何ができるように
なるか』という観点から一貫した教育目標（⚔技能に係る具体的な指標の形式の目標を含む）を設定し，そ
れに基づき，英語を『どのように使うか』，国際共通語としての英語を通して『どのように社会・世界と関わ
り，よりよい人生を送るか』という観点から，児童生徒が将来の進路や職業などと結び付け主体的に学習に
取り組む態度等を含めて育まれるよう，学習・指導方法，評価方法の改善・充実を図っていくことが求めら
れる。」として，「国が示す教育目標を踏まえ，各学校が具体的な学習到達目標（CAN-DO形式）を設定し，
児童生徒にどのような英語力が身に付くか，英語を用いて何ができるようになるかなどが明確になり，指導
と多面的な評価の一体化とそれらの改善が図られる。」と記されている。さらに，高等学校段階では，「授業
を英語で行うことを基本とするとともに，必履修も含めた⚔技能を総合的に扱う言語活動を中心とした科
目，特に課題がある『話すこと』及び『書くこと』によって発信する能力を更に強化する技能統合型の言語
活動を充実するための科目構成の見直しを行う。」としている。
⑶ 文英堂の教科書のタイトル表記は，（他の出版社とは異なり）ローマ数字を用いる「English
CommunicationⅡ」ではなく，算用数字を用いて「English Communication 2」としている。本稿では出版社
のタイトル表記のままとしている。
⑷ 改訂版（平成30年）『ELEMENT English CommunicationⅡ』におけるSelf-Evaluation GridのListening，
Reading，Speaking（Interaction），Speaking（Production）は，CEFRのSelf-Assessment Gridの形式（Self-
Assessment Gridでは，Listening，Reading，Spoken interaction，Spoken production，Writing）に準ずるも
のとなっており，⚕種類のタスクは多層的な領域と考えられており，コミュニケーション能力の社会言語的
側面，語用論的側面を含んだ多面的なものとなっている。CEFRとは，Common European Framework of
Reference for Languages（外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ言語共通参照枠）の略称であり，
欧州評議会（Council of Europe）が長年の研究と実証実験の末に開発した言語能力を評価する指標である。
等級にはＡ1，Ａ2，Ｂ1，Ｂ2，Ｃ1，Ｃ2の⚖段階に分かれており，その言語を使って何ができるかという
形式で具体的に記述している。所期の目的はヨーロッパのすべての言語で共通で使える学習状況の評価や指
導を提供するために考案されたものであったが，Oxford University PressやCambridge University Pressな
ど大半の出版社がESL教材のレベル表示に使用しており，今や外国語学習における国際指標となっている。
CEFRが目指している姿は，自律的社会的成員（autonomous social agent）であり，自ら学習を管理できる社
会的成員としての個人である。
⑸ 「Communication Builder」は『ELEMENT English Communication』シリーズに⚘つの段階が設定されて
いる。改訂版（平成29年）『ELEMENT English CommunicationⅠ』に「Communication Builder 1：Level
A1」～「Communication Builder 3：Level A2」，改訂版（平成30年）『ELEMENT English Communication
Ⅱ』に「Communication Builder 4：Level A2」～「Communication Builder 6：Level B1」は，改訂版（平成
31年）『ELEMENT English CommunicationⅢ』に「Communication Builder 7：Level B1」～「Communication
Builder 8：Level B2」が配置されている。
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